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らかにされていない。2010 年にカナダで G 蛋白遺伝子に 72 塩基重複を有するサブグルー
プ A 遺伝子型 ON1 が報告されて以降、ON1 は 20 以上の国で報告され、その臨床・分子疫
学研究が注目されている。本研究では 2007 年に中部ベトナムで開始された小児 ARI サー




児 ARI サーベイランスが開始された。2010 年 1 月～2012 年 12 月に ARI により小児科病棟
に入院した小児（１か月～１５歳）を対象とし、入院時に臨床情報（胸部 X 線、血液サン
プル含む）及び鼻咽頭ぬぐい液を収集した。鼻咽頭ぬぐい液検体から Multiplex PCR を用い
て 13 種の呼吸器ウイルスを同定した。RSV 陽性検体においてはサブグループに特異的な
プライマーを用いてサブグループを同定し、更に G 蛋白抗原部位の遺伝子配列を用いて系
統樹解析を行った。臨床データ統計解析では、カイ二乗検定またはフィッシャーの正確確




2010 年 1 月～2012 年 12 月の研究期間中、1854 件の小児 ARI 入院例を対象とした。5 歳未
満小児における ARI 入院率は 10 万人当たり 3976 人（2010 年）、 3764 人（2011 年）、 5862
人（2012 年）と 2012 年において高かった。ARI 入院例中、66.2%がウイルス陽性であり、
RSV （n=426, 23.0%）、インフルエンザ（12.0%）、ライノウイルス（25.1%）が主なウイル
スとして検出された。RSV 陽性の ARI入院率は 10 万人当たり 990 人（2010 年）、587 人（2011
年）、1548 人（2012 年）と 2012 年において著しく高く、ARI 全体の入院率が高かった 2012
年と時期が一致した。RSV 陽性例は年齢中央値が 12 ヵ月（四分位範囲 （IQR）：5-21）と、
RSV 陰性例（17 ヵ月（IQR:9-29））に比較して若く、また、喘鳴、頻呼吸、陥没呼吸の症
状をより多く示していた。RSV 陽性例でサブグループ A と B とを比較すると、2010 年、
2011 年、2012 年共にサブグループ A が優位であり、2012 年にはサブグループ B（6.6%）
に比してサブグループ A（74.9%）の割合が特に高かった（p<0.001）。サブグループ A では
2012 年に、2010～2011 年に主流であった NA1 から ON1 への流行遺伝子型シフトが起こっ
たことが確認された（2012 年、72.8% ON1 vs 22.5% NA1）。ON1 陽性例は、年齢中央値が
11 ヵ月（IQR:3-18）であり NA1 （13 ヵ月（IQR:6-23））と比較して若く、基礎疾患を有す
る割合が ON1 陽性例で高かった（p<0.001）。性別、年齢、基礎疾患の有無などの交絡因子
を調整した多変量回帰分析ではNA1陽性例と比較しON1陽性例リスク比が、喘鳴2.21（95%
信頼区間:1.72-2.86）、下気道呼吸器疾患 2.26（1.37-3.72）、胸部 X 線異常 2.14（1.13-4.04）
と推定され、重症化との関連を認めた。 
考 察 
2012 年に中部ベトナムで確認された RSV 陽性 ARI 入院率の増加は、近年世界中で報告さ
れているサブグループ A 遺伝子型 ON1 の発生と関連があると考えられる。対象地域では
新たな遺伝子型 ON1 に対する免疫がなかったために RSV が急速に流行拡大し、2012 年の
小児 ARI 入院増加を引き起こしたと考える。現段階では遺伝子型 ON1 感染による重症化
メカニズムは解明されていないが、ON1 が有する 72 塩基重複が及ぼす上皮細胞接着効率、
Th1/Th2 サイトカインインバランスの影響を示唆した。今後継続的な RSV 臨床・分子疫学
調査を通じて、遺伝型 ON1 と重症化の関連を明確にする必要がある。 
 
